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六
十
年
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
と
し
は
、
㈱
ト
ー
キ
ン
白
石
、
栄
レ
ー
ス
㈱
、
サ

ン
グ
リ
ー
ン
㈱
、
ワ
コ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
、
日
東

粉
化
工
業
㈱
な
ど
若
い
世
代
に
安
定
し
た
雇
用
の
場
と
し

て
期
待
さ
れ
る
工
場
が
、
白
石
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
工
場
を
統
計
で
あ
ら
わ
し

ア
、
み
ま
し
た
。
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増減率△0．8％236

234

57年

58年

5．7％増減率4，396

4．648

57年

58年

4，934，027増減率　22．8％

6．059．903

57年

58年
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〔55年調べ　単位：へ1

女男総数分区
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3，804
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2，436

4，641

3、808

　　392

　　　60

1，272

　　116

3，332

　　533
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数
系、急

農　　　 業

林業・狩猟業
漁業・水産養殖業

鉱　　　 業

建　 設　 業

製　 造　 業

卸売業・小売業

金融・保険業
不　動　産　業

運輸、通信業
電気、ガス、水道業

サーヒス業
公　　　　務
分穎不能の産業

（資料：国勢調査〕
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内
税
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晶
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造
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従業者数肉

837，322

482，848

422，641
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（7）一般行政職の等級別職員数の状況（昭和60年4月1日現在）

区　 分

標準的な職務内容

職　員　数

構　成　費
参

考

1年前の構成費

5年前の構成費

特1等級

課長・局長・参事

30人
10．8％

10．0％

8．2％

1等級
課長・局長・参事

34人
12．2％

11．8％

14．6％

2等級
課長季佐・次長
主，　所艮

49人

17．6％

17。9％

　％13．1

3等級
係長・主任・主査

66入

23．8％

　％14，4

9．8％

4等多硬1　5等級
主事・技師・書記

75人

　％27．0

34．4％

41．6％

主事・捜師・書記

24尺

8．6％

11．5％

計

8戸
－

つ
一

　％100

　％100

12．7％　100％

（8）一般行政職の昇給期間短縮の状況

隼度区分

59年度
58年度

職員数A

　　人278

　　人279

昇給糊間を矯縮して
昇給した職員数　B

　　人56

　　人45

比率（B〆A）

20．1　％

16．1　％

（9）職員手当の状況

区　 分

期末手当
勤勉手当

退職手当

撫　石　 撫

（60年度支給割合）

期
期
期

月
月
月
計

6
1
2
3

期末手当
1．4月分

1．9月分

0．5月分

3．8月分

勤勉手当
0．5月分

0．6月分

一月分
1．1月分

（支給率）　　　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　　22，575　月分　32，025月分
勤続25年　　30。503125月分　48．80625月分

勤続35年　　51．734375月分　70．74375月分

最高限度額　　64．125　月分　　71．775月分

その他の加算措置　　制度なし

退職時　　　2号俸特別昇給
1人当たり
　　　552千円　22，886千円平均支給額

国

（60年度支給割合）

6月期
12月期

3月期
計

期末手当　　　勤勉手当

1．4月分　　　0．5月分

1．9月分　　　0．6月分

0．5月分　　　 一月分

3．8月分　　　1．1月分

（支給率）　　　自己都含

勤続20年　　21，0月分
勤続25年　　33．75月分

勤続35年　　47．5月分
最高限度額　　60．0月分

勧奨・定年

28，875月分

44．55月分

62．7月分
62．7月分

その他の加算措置　定年前早期退職

　　　　特例措置
　　　　（2％～20％加算）
退職時特別昇給　　1号俸

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

特殊勤務手当

（昭和59年度）

区 分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手当の種類　（手当数〉

代表的な手当の名称

支給額の多い手当

多くの職員に支給

されている手当

全　 職　 種

15．4％

27，405円

8種類
速記事務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

塩素滅菌業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

5

（冒）人件費の状況（普通会計決算）

分区

59年度

住民基木
台帳入口

（60．3．31現在ナ

42，276人

（注）人件費には、特別職

歳出額A

　千円
8，171．946

実質収支

　千円
277，131

入件費B

　千円
1，811，199

B／A

22．16

％

1参考〉58年度

の人樗費率

　　％
22．70

こ支給される給料、報酬等を含む。

（2）職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

区分

60年度

職員数
A

405
　A、

給 与 費

給　料

　千円
920、101

職員手当

　千円
120、493

期末働勉手当

　千円
387，868

Bナ薯口

　　千円
1，428，462

1入当たη給

与費串／幻

3，527

千円

（注）1．職員手当には退職手当を含まない、

（3）特別職の報酬等の状況（60年4月1日現在）

区　分

声　 長

几
又助

役入収

議　 長

副議長

議　 員

給料月額簿

給料　　708，000円

〃　　　573，1）00円

〃　　　508、000円

報酬　　324，0α）円

〃　　　267，000円

〃　　　250，00（1円

期末・勤勉手当
（60年度支給割合）

　　　期末手当
6月期　　　1．4月分

12月期　　　1．9月分
3月期　　　　0．5月分

計　　3．8月分

勤勉手当
0．5月分

0．6月分

1．1月分

6月期
鴛月期

3月期
計

1．4月分

1．9月分

0．5月分

3．8月分

　
本
市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
も
そ
の
実
態
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
次

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
石
市
職
員
の
給
与
の
あ
ら
ま
し

（4）職員の初任給の状況（昭和60年4月1日現在）

区　 分

一般行政職
大学卒

高校卒

白　石　畜

決定初任給

107，500円

90，71）0円

採嗣2年経過

日給料額
118，800円

96，600円

宮　城　県

初任給
107，500円

90，700円

採胴2年経過

陰給料額
118，800円

96，600円

国

初種給
107，51）0円

90，700円

採用2年経過

臼給料額
118，800円

96，600円

（5）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（昭和60年4月1日現在）

分区

白石市

宮城県
国

般行政職
平均給料月額

196，024円

　　円231，581

219，097円

平均絵与月額

　　円220，236

円

平均年齢
37、6

歳

39．3歳

39．8歳

技能労務職
平均給料月額

　　円161，705

220，684円

平均給与月額

175，220円

255，648円

198，533円

平均年齢
　　歳47．4

　　歳47．0

　　歳47．4

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　（昭和60年4月1日現在）
区 分

一般行政職
大学卒

＋、

＋
校高

経験隼数10駕

164，6α）円

135，785円

経験年数20年

181，500円

（注）経験年数とは、採用前に民間企業等に勤務した期間がある場合は、その

　期間を換算し、採用後の勤務期問に加算した年数である。
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44，562千円

　104干円

50，085千円

　115千円

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

支　　給　　総　　額

職員1人当たり支給年額

59年度

58年度

時間外勤務手当

国の鯖度と異なる内容
度
同

鋼
異

の
の

園
と

容内分区

同じ

同じ

2．交通用具使用者のうち、自転車使用

者は国の制度と同じであるが、原動機

付自転車及び自動二輪者、普通自動車

　の使用者については使用距離（片道2

㎞以上）により

2，000円～12，000円としている。
一部
異なる

1．配偶者　13，200円

2．配偶者以外の扶養親族

　ア．2人までそれぞれ　3，200円

　イ．3人目から1人につき　1，000円

　　（配偶者がない場合にあっては、そ

　　　のうち1人にっき8，900円）

1．借家、借間に居住している職員

　ア、月額16，500円以下の家賃を支払っ

　　ている職員、家賃一9，｛）00円

　イ．月額16，500円を超える家賃を支払

　　っている職員

　　7，500円十家賃『16・500円で

　　　　　　　　　　2

　　14，700円を限度

2．自宅に居住している職員

　1，000円（新築、購入した住居にあって

　は、新築、購入の日から起算して5年

　を経過するまでの間は2，500円）

1．交通機関等の利用者

　1カ月に要する運賃等の相当額、ただ

　し、その額が18，300円を超えるときは

　　18，300円十18・300円を超える額で

　　　　　　　　　　　2

　21，700円を限度

2．交通用具の使用者

使用距離（片道2km以上）により

2，000円～8，700円

　イ．原動機付自転車及び自動二輪車、

　普通自動車の使用者、使用距離（片道

　　2km以上）により

　　2，000円～12，000円

扶養手当

、

住居手当

通勤手当

スパイクタイヤ使用自粛県民総ぐるみ運動実施中

61年3月31日

ダ卸1『ノ』、鞠
　1
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，
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～60年11月1日
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昭
和
六
十
年
度

　
　
各
種
功
労
者
表
彰

　
昭
和
六
十
年
度
各
種
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
十
一
月
二
日
市
役
所
大
会
議

室
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
功
労
者
は
二
十
九
名
、
十
六
団
体
の
み
な
さ

ん
で
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
ご
活
躍

と
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
納
税
功
労
者

久
保
組
納
税
貯
蓄
組
合
、
赤
丸

納
税
貯
蓄
組
合
、
越
河
駅
前
納

税
貯
蓄
組
合
、
大
平
第
六
区
第

一
納
税
貯
蓄
組
合
、
大
鷹
沢
第

四
区
納
税
貯
蓄
組
合
、
鷹
巣
第

五
納
税
貯
蓄
組
合

佐
久
間
光
一
、
末
永
嘉
人
、

庭
一
郎
、
高
山
巖

大

社
会
福
祉
功
労
者
噴

鈴
木
良
二
、
阿
部
て
る
よ

　
衛
生
功
労
者
岬

朝
倉
松
雄
、
銭
谷
喜
四
男
、
大

沼
俊
一
、
亘
理
昭
太
郎
、
高
橋

智
恵
子
、
本
郷
第
三
公
衆
衛
生

組
合
、
田
町
公
衆
衛
生
組
合
、

越
河
第
二
区
公
衆
衛
生
組
合
、

斎
川
第
四
区
の
二
公
衆
衛
生
組

合
、
大
平
第
三
区
の
一
公
衆
衛

生
組
合
、
白
川
第
一
区
公
衆
衛

生
組
合
、
福
岡
沖
公
衆
衛
生
組

合
、
福
岡
弥
治
郎
公
衆
衛
生
組

合
、
小
原
下
戸
沢
公
衆
衛
生
組

合

壷

灘

各
種
功
労
者

　
　
自
治
功
労
者

霜
山
三
郎
、
佐
藤
長
市
、
半
澤

孝
喜
二
、
高
橋
春
見
、
佐
久
間

晋
、
佐
竹
宗
一

蜜ザぜ’ぜ謬豚辮四叩尋脚

　
産
業
功
労
者

上
西
彦
一
、
猪
股
藤
一
、
川
村

信
一
、
佐
藤
清
一
、
柴
田
栄
子
、

堀
内
勇
治
、
高
橋
保
衛
、
大
場

は
る
い

，一♂

イ：

分日

真縫
代智功
治恵労
　モ者
　国

公
安
消
防
功
労
者

　風間観静氏（71歳）

　
篤
行
者

宮
城
県
麺
類
飲
食
業
環
境
衛
生

同
業
組
合
白
石
支
部

▽
北
無
双
作
五
〇
1
五

　
昭
和
十
一
年
、
立
正
大
学
を
卒
業

し
、
戦
前
は
各
地
の
旧
制
中
学
校
、

戦
後
は
宮
城
県
の
高
等
学
校
で
教
べ

ん
を
執
り
、
登
米
高
、
白
石
女
子
高

の
校
長
を
勤
め
、
昭
和
四
十
九
年
に

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
在
職
中
、
全
国

一
5

　
　
　
　
　
　
』
一
㈱

　
　
　
ー
ノ
　
　
氏

　
　
　
　
‘
じ
鑑
糊

　
　
　
　
曳
■
細

　
　
▽
番
丁
八
番
地

　
昭
和
五
年
、
日
本
体
育
大
学
を
卒

業
。
戦
前
は
樺
太
で
中
学
校
教
諭
、

戦
後
白
石
女
子
高
で
体
育
専
門
に
教

べ
ん
を
執
り
、
昭
和
四
十
年
に
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
、
自

高
校
長
協
会
看
護
部
会
理
事
、
県
高

校
看
護
研
究
会
・
同
家
庭
科
研
究
会

の
会
長
を
歴
任
。
退
職
後
、
中
央
公

民
館
長
の
重
責
を
果
た
し
ま
し
た
。

氏
は
郷
土
史
の
研
究
に
も
尽
さ
れ
、

昭
和
四
十
八
年
か
ら
五
十
三
年
ま
で

県
教
育
百
年
史
編
さ
ん
委
員
、
昭
和

四
十
四
年
か
ら
現
在
ま
で
市
史
編
さ

ん
委
員
（
本
紙
地
名
ア
レ
コ
レ
を
執

筆
中
）
を
務
め
て
い
ま
す
。
主
な
著

書
に
「
奥
州
街
道
宿
駅
制
の
研
究
」

が
あ
り
ま
す
。
受
章
の
喜
び
に
つ
い

て
「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
今

後
も
郷
土
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

石
体
育
協
会
設
立
に
尽
力
さ
れ
る
か

た
わ
ら
、
自
石
刈
田
陸
上
競
技
協
会

の
初
代
副
会
長
を
昭
和
五
十
年
頃
ま

で
務
め
、
現
在
は
同
会
長
、
宮
城
県

陸
上
競
技
協
会
理
事
の
重
責
に
就
い

て
お
り
、
陸
上
競
技
界
へ
の
そ
の
多

大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
章
の
喜
び
に
つ
い
て
「
長
い
間

白
石
陸
協
と
い
う
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け

て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
み
な

さ
ん
の
後
押
し
の
お
か
げ
で
す
。
今

後
も
陸
上
競
技
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

7



白
石
蔵
王
駅
前
に
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
登
場

　
白
石
市
制
施
行
三
十
周
年
と
国
際

青
年
年
記
念
事
業
と
し
て
、
「
新
し
い

白
石
の
顔
を
つ
！
、
る
市
民
の
会
」
へ
鈴

木
誠
太
郎
会
長
）
が
、
白
石
蔵
王
駅
前

広
場
に
設
置
運
動
を
進
め
て
い
た
、

ブ
ロ
ン
ズ
の
若
い
男
女
一
対
か
ら
な

る
「
世
界
青
少
年
群
像
」
が
完
成
し
、

十
一
月
九
日
、
製
作
者
の
佐
藤
忠
良

さ
ん
（
丸
森
町
出
身
）
ら
関
係
者
が
出

席
し
て
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
除
幕
式
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学

校
を
代
表
し
て
約
三
十
人
の
児
童
・

生
徒
た
ち
の
手
で
幕
が
取
り
除
か
れ
、

「
白
石
の
新
し
い
顔
」
の
設
置
を
待
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て

マ
　
　
　
　
　
　
　
燕
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
翫

罪　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
』

等

．
｝
吃

鋒
．

κ

、
v
レ
も
や
胤
き

　⊃一
』レ＝

市

長

、
日
、

誌
』

ち
望
ん
で
い
た
出
席
者
約
三
百
人
か

ら
一
斉
に
喜
び
の
拍
手
が
湧
き
ま
し

た
。

　
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
少
年
・
少
女
の
群

像
（
高
さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
の
二

体
は
、
　
『
若
き
日
の
詩
』
と
名
付
け

ら
れ
、
地
元
大
鷹
沢
産
の
自
然
石
を

台
座
に
、
雄
大
な
蔵
王
連
峰
を
仰
ぎ

見
る
姿
で
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
群
像
と
一
緒
に
「
あ
す
は
き

み
た
ち
の
世
紀
」
と
い
う
文
字
が
、

和
文
・
英
文
の
両
方
で
刻
み
込
ま
れ

た
記
念
碑
も
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
世
界
青
少
年
群
像
設
置
運
動

は
、
同
市
民
の
会
が
昭
和
五
十
八
年

十
一
月
か
ら
開
始
し
、
同
時
に
群
像

設
置
の
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
約
三
千
万
円
が
、

市
内
外
の
一
万
五
千
人
の
方
々
か
ら
、

設
置
運
動
の
資
金
と
し
て
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
市
民
の
英
知
と
努
力
に
よ
り
、
市

民
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
展
開
さ

れ
、
青
少
年
へ
の
限
り
な
い
夢
と
希

望
が
託
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
、
こ
の

「
若
い
男
女
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
」
は
「
青

少
年
健
全
育
成
の
場
日
石
」
に
ふ
さ

わ
し
い
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

択
さ
れ
れ
ば
、
今
後
畜
産
経
営
環
境

整
備
の
十
億
円
と
合
わ
せ
、
約
四
十

億
の
資
金
が
本
市
の
農
業
環
境
整
備

に
つ
ぎ
込
ま
れ
る
。
ま
さ
に
本
市
農

業
の
将
来
を
左
右
す
る
大
事
業
と
な

る
。
新
規
事
業
は
厳
し
く
抑
制
さ
れ

て
い
る
が
、
な
ん
と
か
実
現
し
た
い

と
決
意
を
新
た
に
す
る
。

8

　
　
1
0
月

24

目
團
　
東
北
市
長
会
（
青
森
）

　
第
百
七
回
東
北
市
長
会
青
森
で
行

わ
れ
る
。
第
三
分
科
会
に
属
し
、
森

田
五
所
川
原
市
長
が
議
長
と
な
り
、

十
八
議
題
に
わ
た
り
討
議
を
重
ね
る
。

全
案
件
異
議
な
く
採
択
す
る
。

25

日
團
　
横
手
市
長
と
懇
談

　
か
つ
て
の
東
大
ポ
ポ
ロ
事
件
の
闘

士
千
田
市
長
は
胸
を
張
っ
て
言
う
。

「
私
達
の
市
は
行
革
の
必
要
は
な
い
。

人
口
四
万
四
千
人
で
あ
る
が
、
昭
和

五
十
年
に
は
市
の
職
員
が
四
百
六
十

人
い
た
。
現
在
は
三
百
八
十
五
人
で

充
分
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
損
な
う
こ
と

な
く
行
っ
て
い
る
」
地
方
財
政
の
厳

し
さ
、
市
の
経
営
と
い
う
感
覚
の
い

か
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
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ロンズ像祝賀パレード

　
そ
の
後
、
青
森
営
林
局
を
訪
ね
、

白
石
ス
キ
ー
場
活
性
化
の
た
め
の
お

願
い
を
す
る
。
ガ
ー
ド
が
非
常
に
堅

い
と
い
う
感
じ
で
、
本
年
中
に
再
度

訪
青
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

28

日
㈲
　
白
石
市
・
登
別
市
交
流
会

　
　
　
　
設
立
総
会

　
い
よ
い
よ
民
間
サ
イ
ド
で
の
本
格

的
交
流
が
始
ま
る
。
わ
れ
わ
れ
の
祖

先
が
渡
道
し
て
百
十
年
、
再
び
手
を

結
ぶ
日
が
到
来
し
た
。
感
慨
し
き
り

な
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
η
月

2
日
団
　
各
種
功
労
者
表
彰
式

　
大
浪
川
崎
町
長
、
菅
野
信
男
県
議

他
、
多
数
の
来
賓
ご
出
席
の
も
と
に

行
わ
れ
る
。
表
彰
者
は
個
人
二
十
九

名
、
団
体
十
六
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
で
あ
る
。
今

後
と
も
ご
健
康
で
市
の
発
展
に
ご
援

助
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
う
。

蛾
蟹
”
縫
難
鞭
離
謹
欝

6
日
困
～
8
日
團
　
農
政
局
・
農
林

　
　
　
　
　
　
　
　
水
産
省
に
陳
情

　
六
日
農
政
局
、
七
、
八
日
農
林
水

産
省
に
陳
情
。
東
沢
農
免
道
路
、
土

地
総
大
平
地
区
、
モ
デ
ル
事
業
、
三

9
日
国
　
ブ
ロ
ン
ズ
像
除
幕
式

　
四
日
の
南
蔵
王
不
忘
の
碑
遠
望
台

落
成
式
に
引
き
続
い
て
の
民
間
エ
ネ

ル
ギ
ド
の
発
動
で
あ
る
。
さ
ら
に
十

日
に
は
桜
橋
の
こ
け
し
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
る
。
市
民
の
平
和
の
願
い
、

青
少
年
健
全
育
成
の
願
い
、
地
場
産

業
振
興
の
願
い
の
表
わ
れ
で
あ
る
。

”
日
図
　
市
長
就
任
以
来
『
年

　
意
あ
れ
ど
力
足
ら
ず
、
前
途
多
難

を
思
う
。

20

日
困
　
七
ケ
宿
ス
キ
i
場
落
成
式

　
雪
で
苦
し
め
ら
れ
た
過
疎
の
町
が

フ

て
の
雪
を
利
用
す
る
と
い
う
逆
転
の

発
想
で
あ
る
。
安
藤
町
長
の
意
図
は

決
し
て
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場
の
発
展
だ

け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
ス
キ

ー
場
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
町
が
活
性

化
す
る
こ
と
こ
そ
最
大
の
願
い
で
あ

ろ
う
。
七
ヶ
宿
町
、
蔵
王
町
、
白
石

市
は
、
一
種
の
運
命
共
同
体
的
側
面

を
も
つ
。
共
存
共
栄
の
た
め
に
も
成

功
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
。

追を話㎏

▲第8回健康づくり推進大会（11月16日市民会館）　　　▲第16回市民文化祭（11月2日～4日中央公民館〉
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▲第9回白石市農業祭（11月9日～10日白一

’誰壇　　研

　　　．・融　　　　　　　・塗鍔　　鞠　　　　牒

▲働くおじさんに勤労感謝（11月22日ひかり幼稚園）

卓　　　臼

　も

透

ρ
観
罫

　
〆
、
耽
翌
「

▲働く婦人の家まつり（11月1ア日働く婦人の家

　　『一　

価　ノ鱒

適
樵
・
“
、

鑑
湊紳

く
　串

壕
．

▲馬牛沼鯉まつり（11月10日斎

灘
ア

一 蟹

，
、
繭

　
　
　
ノ

鰹
．

・
一
誉面

．
幅

総

誕
，

飛【嗣■■■隔，欄■【諸識釜

▲消防勉強会（11月9日東保育園

　＿己．．二玄

▲第7回白石市消防操法大会（10月27日白一
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国民年金

　　　　乾産，1「〆忘1島ピ〆㌧1』〕
一シ

　国民年金に任意加入されている

奥様、お手元の「国民年金任意加

入被保険者現況届書」の提出はお

済みですか。まだ提出されていな

い方は、お早めに提出してください。

　今回、届出をしていただくもの

は、厚生年金保険、船員保険に加

入しているご主人に扶養されてい

る奥様で、現在国民年金に任意加

入されている方です。この届は、

奥様が第3号被保険者となるため

の大切な届です。もし、届出を忘

れますと、引き続き保険料を納め

ることになったり、将来、年金が

，受けられなくなったりしますので

注意してください。提出期限は、

昭和61年1月31日となっています。

　届出について、わからないこと

がありましたら、市民課国民年金

係または、各出張所・分室までお

尋ねください。

　たびかさなる”いじめ”や”い

やがらせ”で困っている人はいま

せんか。子どものしつけのことを

はじめ、日頃の行いや学習上のこ

とで心配をされている方はいませ

んか。

　相談センターでは、いろいろな

畢

　国民年金の保険料、納め忘れは

ありませんか？今月は一年のしめ

くくりの月です。あなたの国民年

金、もう一度確かめましょう。

　国民年金制度は、世代と世代の

助け合いの制度です。働く若い世、

代の方々が保険料をキチンと納め・

ることによって、お年寄り世代の

年金を支えるとともに、自分自身

の年金も確実なものになります。

　うっかりした納め忘れでも、万

一の時に障害年金や母子年金など

が受けられなくなる場合もありま

す。そればかりでなく、未納期間

が長くなりますと、将来の老齢年

金さえも受けられなくなりますの

で注意が必要です。

　保険料は、納期ごとに忘れずキ

チンと納めることが一番大切なこ1

とです。また、やむを得ず免除を

受けた期間も、より高い年金を受

けられるよう、できるだけ追納す

ることをおすすめします。

教育上の相談に応じています。

　お気軽に、まず翻を
なさるようおすすめします。

　白石市青少年相談センター

　市役所（4階）奮5－2111（内線432）

※相談日は月・火・木・金です。

目’青こξ，　r、一．り婿1、1

〉日時　昭和61年1月6日（月）

　　　　午前11時

〉場所　自石市民会館

〉会費　2，000円

〉申し込み　昭和60年12月20日（金）

　まで（名簿作成のため厳守）市

　秘書企画課a5－2111（内線326）

　または各出張所・分室へ会費を

　添えてお申し込みください。

※なお、申し込み用紙は各行政区

ごとに回覧しますのでご利用くだ

さい。

』‡』毘Uコ，義，1［一717旧

　　　1肉』5卜　1一，1－i

　ことしも人権週間が始まります。

この入権週間は、世界人権宣言が

採択された12月10日を記念して、

この日を「人権デー」と定め世界

各国が人権を尊重擁護することを

誓ったものです。わが国では12月

2日から6日までの一週間を「人

権週間」として広く基本的人権の

思想普及と人権意識の高揚を呼び

かけています。本年は「人権の共

存一互いに相手の立場を考えて豊

かな人間関係をつくろう」を重点

目標にしています。

　当市においても、人権週間の一

環行事として次により特設人権相

談所を開設しますので、へ権問題

についてお困りの方はぜひご相談

ください。担当は人権擁護委員と

法務局職員です。

　　　＝人権週間相談日＝

月　日

12月2日

3日

4日

5日

6日

擢β

月

火

水

木

金

担当委員氏名

千歳英一
遠藤　　肇

小岩庄一
山崎俊男
家納喜代子

たばこは市内で買いましよう

※相談所は市民課特設で実施しま

す。相談時間は午前10時～午後3時。

　　　　　1一試二「算・棄3　・

12月15日から弓1き受けます

’9

白石郵便局

カメラ・ニユース

　　第3回児童館まつり
　11月16日の午後、第二児童館で
「児童館まっり」がにぎやかに行
われました。まっりには、親子約
300人が訪れ、展示コーナーや無料
お・でんコーナーは大盛況。児童た
ちの劇「いもむしのダンス」が披
露されるとまつりも最高潮でした。

休目急患当番医
月　日

12／1
8
15

22

29

内 科

三浦クリニック（5）6854

加藤（司医院（5）2001

刈田病院（5〉2145

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

トタ 科

刈田病院（5）2145

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101
※都合により変更になる場合もあります・

談（12月分）

　　　　ロ　　　　リ　　　　E、　　　・　婆

　　　　　　へ　　　　　つ　　　　　　　　　　　　ヒ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　へ

　　　　　吃、藁

読・　ド臼　　　　蝋
鞭

＿　　浮ヅ鳳副
　駅・庭園の整備に奉仕

　11月10日、国鉄OB会白石支部
（針生十治郎支部長・支部員300名）
の会員52名が、支部創立15周年の
記念行事として、白石蔵王駅東側
の国鉄O　B会庭園にダンプ2台分
の腐葉土を運び、土壌改良を行い
ました。駅の環境美化に一役。

鰍　　　＿　　｝

卜嘱　騒　　　　　一計毒斗参6r
　　　　　　　げ　ぴ　　コ

．鱒辱
　桜橋にこけしがお目見え

　11月10日、沢端川の桜橋の欄干
に、4本の大型こけしがお目見え、

関係者約100人が出席して除幕式
が行われました。桜橋は、市民会
館前にあり、自石の顔といえる場
所。この取り付けで「こけしの里」
臼石にふさわしい様相となりまし
た⊂

OL

樽談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　　談

不党矛勢†目言炎

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律

相　　談

身障者
相　　　談

q』’

琶談相

16

16

16

5・25

17

16

16

　16
毎週月・火・

水・木・金

17オン12。26

ニホン　20

16

16

9

時　　閥

10：00～

　15＝OO

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同　　　上

同　　　上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職業斡旋。
来談される方は、事前に福祉協
議会5－2111（内線148）にご連
辛各ください。

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人問関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等

葛
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水道事業所

　寒さが一段と厳しくなりますと

水道管や蛇口、メーター箱などが

凍り、水道が使用できなくなるば

かりか、修理費がかかり大へんな

損失です。早めに保温して寒さか

ら水道を守りましょう。

◎水道が凍るのは気温がマイナス

　4℃以下のときです。特に水道

　管がむき出しになっていたり、

　北向きの場所、風あたを）の強い

　場所は注意しましょう。

◎水道の保温は発泡スチロールの

　場合マイナス7℃位までです。

　水抜栓のある家庭では、気温が

　氷点下になる見込みのときは、

　水抜栓をしめて、内部の水を抜

　いてから休みましょう。

　i』　I i↓㌧　　1；f　l、

　水道料金の納入方法は、市の指

定金融機関（銀行、金庫、農協）

の口座振替と、納入通知書により

指定金融機関に現金納付する方法

の2つです。口座振替は納入の手

間がかからず、自動的に口座振替

され、月ごとに振替えられた内容

が通知されていきます。口座振替

の申し込みは指定金融機関の口座

（預金通帳）をお持ちになってい

る窓口か、水道事業所の窓口で手

続きをしてください。

両
1〉演劇名　「三年寝太郎」

〉日時　12月22日（日）午後3時30分

》場所　中央公民館大ホール

〉入場料　200円（小学生以下無料）

》主催　白石学生会

〉後援　臼石市、白石市教育委員

　　　会、河北新報社

※みなさんお誘い合わせのうえご

来場ください。

ノ7

官公庁だより

L』1．．．．．

レ融資額

　進学者（編入学者）一人あたり

　50万円以内。

〉利率　年7．0％

＞保証　財団法人進学融資保証基

　金または保証人（1名以上）

＞返済方法　毎月元利均等返済。

　ご希望によりボーナス月増額返

　済を併用できます。

〉取り扱い期間

　昭和60年11月1日から昭和61年

　4月末日まで。

〉取り扱い窓口

　国民金融公庫の各支店のほか、

　銀行、信託銀行、相互銀行、信

　用金庫、信用組合、労働金庫、

　農協、漁協。

※詳しくは、国民金融公庫仙台支

　店（仙台市本町3－1－8豊0222－22

　－5171）または最寄りの窓口でお

　尋ねください。

一論．．
　税務署では、青色申告の正い、・

決算及び青色専従者給与などの年

末調整の説明会を次により行いま

す。当日は、決算書用紙や年末調

整関係諸用紙も差し上げますので、

ぜひご出席ください。

》日時　12月10日㈹午後1時から

》場所　白石市民会館

＞説明内容　（D昭和60年分青色申

　告の決算の仕方・（2）昭和60年分

　青色専従者給与等の年末調整の

　仕方

一集河原税務署
　あなた自身やあなたの家族を受

取入とする生命保険料、簡易生命

保険料、生命共済の掛金などを支

払ったときは、支払額に応じて一

定額が生命保険料控除として、そ

の年の所得金額から控除されます。

　また、保険金を受け取ったとき

は、保険料をだれが負担していた

かによって相続税、贈与税または

所得税がかかります。

　詳しくは、最寄りの税務相談室

や税務署へどうぞ。

〈臨時列車＞※東白石は止まりません。

＞12月31日　自石駅　岩沼駅　仙台駅

　　　　　23：20→23：48→0　：12（止）

〉1月1日　3：26→3＝54→4＝17（止）

　（元旦）　仙台駅　岩沼駅　自石駅

　　　　　2　：23→2　：45→3　：14

　　　　　4　：10一＞4　：32→5　＝01

くフリー切符＞

　初詣並びに初売りには安・くてお得な

　『初詣・初売りフリーきっぷ』をご利

　用ください。

〉乗車券の名称　　『初詣・初売りフリー

　占　　　｝o
　oつo』
〉発売額　大人1，000円、小児500円

＞発売期間　60年12月21日～

　　　　　　　　　61年1月3日まで

1〉有効期間　60年12月31日

　～61年1月3日まで

》フリー区問　下図参照

※フリー区間内は4日聞乗

　り降り自由

税

瀞

務

　☆口座振替とは

　　金融機関があなたにかわって、

　納期限までにご指定の預金口座か

　ら自動的に払い込む制度です。

☆こんなに便利です

　○毎月支払いに行く手間が省けま

　　す。

　○納め忘れや、重複納付が省けま

　　す。特に忙しい方、不在がちの

　　方には便利です。

☆手続きは簡単です

　○口座振替依頼書、納付届（金融

・　機関の窓口に設置）に必要事項

　　を記入し、預金口座にご使用の

　印鑑を押すだけ。

　○手続きは一度だけ、取り消しを

　　されるまで毎年自動的に継続さ

　　れます。

　O郵便局では取り扱っていません

　　ので、ご注意ください。
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　市は、特に年末にあたり、毎年

12月いっぱいを市県民税、固定資

産税、国民健康保険税等の納税強

調運動月間と定めてみなさんに納

税方を沿願いしております。

　もう一度、お手元の納付書を確

かめて、税金の納期内納入をお願

いいたします。

　　　　ゾーレ1㌧一　←ジリ1

　今シーズンオープンする七ケ宿

スキー場は、街道の町七ケ宿のほ

ぼ中央に位置する峠田岳の北西斜

面にリフト4基（うちスペア3基）、

簡易リフト、ナイター設備、レス

トハウス、1，200台収容の大駐車場

などを完備した県内最新の本格的

なスキー場です。

　緩急さまざまな7本のコースは、

良質のパウダースノーに恵まれ、

特にエプロン部は県内随一の広さ

を誇り、家族連れ、初心者の練習

に最適で、最大斜度40。の東西チャ

レンジバーンは、上級者にも十分

楽しむことができます。

　　みやぎ蔵王

白石スキー場開き

12月21日午前10時

1　　　　今月の納税は
l
l固定資産税第4期分　国民健康保険税第4期分です

納期内に納めましよう

61年度
　
　
雰籠ビ

㍉
ξ
、

　昭和61年4月1日から自石市保

育園に入園する幼児を次により受

付をいたします。

＞保育園とは

　　家庭の都合により幼児等の面

　倒をみてあげられない（保育に

　欠け，る）場合に両親に代わって

　幼児等を保育することを目的と

　する児童福祉施設です。

レ保育園に入所できる理由

　（1〉母親が外で働いている。

　（2〉母親が家庭内で家事以外の仕

　　事をもっている（内職・自営業）。

　（3）母親がいない（父子家庭）。

　（4）母親が出産、病気、心身に障

　　害がある。

　（5）母親が病人や心身障害者（児）

　　の世話をしている。

　（6）その他、どうしても児童の保

　　育ができない事晴がある。

〉入園定数

　（1凍保育園　　　　　　90名

（2）西保育園

（3）南保育園

（4）北保育園

（5）越河保育園

（6）深谷保育園

（7）小原保育園

（8）臼川保育園

⑨大鷹沢保育園

名
名
名
名
名
名
名
名

0
0
0
0
0
0
0
0

2
2
6
6
6
4
6
4

1
　
1

一
1

〉申し込み期間

　昭和61年1月6日（月）から1月25

　日（土）まで。（受付時間平日8：30

　～17：00、土日羅日8：30～12＝00）

〉申し込み場所

　自石市社会福祉事務所（保育係）

※越河、小原、白川、大鷹沢の方

は、各出張所へお申し込みください。

〉保育料

　　児童福祉法の規定により、そ

　れぞれの家庭の前年の課税の状

　況によって保育料は決められます。

〉申し込み方法・必要書類

　　規定の入園申請書に記入のう

　え、次の添付書類が必要です。

　（1）源泉徴収票（給与所得者）

　（2〉母親が働いている場合は乍就

　　業証明、内職の場合は⇔内職

　　証明

　（3）農業従事者は農業証明、自営

　　業従事者は自営業証明、いず

　　れも民生児童委員の証明をも

　　らう。

レ保育園入園申請書

　　申請書は、12月10日㈹から社

　会福祉事務所（越河、小原、自

　川、大鷹沢出張所）にて配布1、・

　たします。

※詳しくは、社会福祉事務所（保

育係）姪5－2111‘内線147）へお間

い合わせください。

ブ8
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自動車文庫配本所一覧表

地区名

白
石

越

河

斎

川

大
鷹
沢

白

川

大

平

福

岡

小原

住 所

字南寺前42 費　5－5059

字益岡9～1 費　5－3720

字葛西丁7 君　5－2895

字鍛冶内25 a　8－2010

字清水 君　8－2446

駅前 a　8－2261

南原2 a　8－2101

字中屋敷7 盈　5－5824

字新田尻31 魯　5－2701

字笠松83 a　5－2795

字沼前13 智　5－0598

大町字愛宕99　　費　5－3872

三沢字五丁目48　a　5－2711

津田字内堀75　　　a　7－2020

津田字内堀6－1　　智　7－2101

内親字青木前145　a　7－2533

犬卒都婆 a　7－2233
中目字西田7 台　5－2338

森合字八ッ森9　　盈　6－3171

中目字大平前　　　魯　6－2780

中目字南六角　　　a　5－6173

大平幕の内 台　5－2436

深谷三本木 費　5－4463

蔵本字尾べら150　雪　5－2731

蔵本字薬師堂23　a　5－3660
長袋字陣場が丘12－1費　5－2249

深谷字南沖21　　費　4－4540

八宮字不忘山249　雪　5－4464

字町42 盈　9－2519

配本所
働く婦人の家
勤労青少年ホーム

黒沢ヤス宅
佐藤内蔵雄宅

石川幸次郎宅

大勝吉男宅
越河公民館
菅野とく宅
斎川公民館
桂山信一宅
村上けい子宅

佐藤謙五宅
大鷹沢公民館

佐藤とき子宅

白川公民館
吉田せき宅
鈴木光子宅
大平公民館
永井忠雄宅
村上道彦宅
黒沢喜久子宅
高橋きよ子宅

大槻商店
菅野はるみ宅
老人福祉センター

福岡公民館
深谷公民館
岡部捨男宅
斎藤広一宅

　
図
書
館
利
用
あ
ん
な
い

　
市
内
に
住
所
、
職
場
、
通
学
校
の

あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
本
を
借
り
ら

れ
ま
す
。
手
続
き
は
図
書
館
受
付
で

登
録
を
す
れ
ば
、
そ
の
日
か
ら
本
を

借
り
ら
れ
ま
す
。

　
L
「
」
ゑ
冒
河
＝
三
　
｝

　
図
書
館
か
ら
遠
い
地
域
の
方
や
、

家
を
留
守
に
で
き
な
い
方
に
本
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
移
動
図
書
館
「
こ

ま
く
さ
号
」
と
自
動
車
文
庫
配
本
所

で
の
本
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

か
霧
騰
磐
確
一
舖
縢

本
を
借
り
ら
れ
ま
す
・
　
　
謹

　
　
　
　
　
　
÷
急
ワ
だ
尽
け
　
澱

　
配
本
所
は
公
民
館
の
他
、
一
般
の
　
　
・
。
　
　
－

家
庭
に
も
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

配
本
所
に
用
意
し
て
あ
る
ノ
ー
ト
に

藷
聾
籍
談
搬
、
蛭
咲
．

本
は
二
ヵ
月
に
一
度
、
交
換
さ
れ
て
　
　
　
墜
　
　
　
一

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

　
さ
て
あ
な
た
は
ど
こ
で
、
ど
ん
な
　
　
　
　
　
　
篤

方
法
で
本
を
利
用
し
た
い
で
す
か
？
　
、

図
書
館
は
気
軽
に
入
っ
て
変
自
晶
礁

鍵
難
縮
甥
れ
ま
漆
蕪
、
凝

＆

騒

　　　　　　　　　澱■墨、
　農

　　，『

　　　　！．
　一　　　　　　垂
　　　　　　　モー■ゴ　　　　噴ギ

ヂ　　　擁．．　　　・紬
　　　　ノ“ 　　　い

」μ贈』■一＿
撃

　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）
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分
の
生
活
革
命
　
　
　
中
川
　
昌
彦

自
分
史
の
つ
く
り
方
　
　
猪
狩
　
　
章

名
も
な
く
す
が
し
く
し
た
た
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
太
こ
う
じ

核
の
冬
M
・
ロ
ワ
ン
”
ロ
ビ
ン
ソ
ン

杜
の
都
せ
ん
だ
い
の
旅
　
田
村
　
『
枝

嫁
し
て
イ
ン
ド
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ゴ
ー
ル
暎
子

派
閥
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
七
平

も
う
い
じ
め
ら
れ
な
い
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
木
　
政
臣

食
べ
て
美
し
く
な
る
本
主
婦
の
友
社

大
彗
星
ハ
レ
ー
全
情
報
　
藤
井
　
　
旭

ワ
ー
プ
ロ
を
買
う
前
に
読
む
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
和
代

死
角
ー
巨
大
事
故
の
現
場
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
田
　
邦
男

た
べ
も
の
革
命
　
　
毎
日
新
聞
社
会
部

草
木
染
染
料
植
物
図
鑑
　
山
崎
　
青
樹

こ
の
レ
コ
ー
ド
が
い
い
　
吉
田
　
秀
和

図
解
さ
あ
、
手
づ
く
り
だ
小
林
　
泰
彦

挨
拶
は
む
づ
か
し
い
　
　
丸
谷
　
才
一

英
語
を
3
5
歳
か
ら
モ
ノ
に
す
る
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
貞
雄

き
ら
め
く
星
座
　
　
　
　
井
上
ひ
さ
し

特
別
恐
怖
対
談
　
　
　
　
吉
行
淳
之
介

迷
い
道
　
　
　
　
　
　
阿
刀
田
　
高

黒
水
仙
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
雪
夫
外

湿
　
原
　
上
・
下
　
　
　
加
賀
　
乙
彦

回
転
木
馬
の
デ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
春
樹

黒
い
ド
レ
ス
の
女
　
　
　
北
方
　
謙
三

ヤ
ヌ
え
の
首
　
　
　
　
五
木
寛
之

風
の
盆
恋
歌
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
治

野
原
チ
ャ
ッ
ク
の
パ
ノ
チ
ワ
ー
ケ
キ
ル

ト
恥
　
　
　
　
　
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

働
く
ミ
セ
ス
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
の
友
社

ス
キ
ー
と
安
全
「
け
が
を
防
ご
う
」

　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

　
子
ど
も
の
本

あ
や
と
り
あ
そ
び
　
　
　
野
口
　
　
広

カ
バ
の
母
さ
ん
福
子
　
　
川
村
　
　
浩

木
の
実
ふ
る
村
　
　
　
　
北
原
　
　
綴

馬
の
ゴ
ン
太
の
背
に
ゆ
ら
れ
や
っ
た
ぜ

日
本
縦
断
2
6
0
0
詩
　
島
崎
　
保
久

少
女
た
ち
の
季
節
　
　
　
生
源
寺
美
子

タ
ヌ
キ
に
な
り
ま
せ
ん
か
　
新
　
　
冬
二

木
に
と
ま
り
た
か
っ
た
木
の
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
柳
　
徹
子

高
く
あ
が
る
発
明
和
凧
　
新
坂
　
和
男

み
ん

な
の

図

書

館

ブ5

　市役所の年末年始の一般事務は

12月29日から翌年1月3日まで休

みとなります。ただし一部の事務

は次の日程により事務の取り扱い

一をいたしますが、できるだけ28日

の午前中に用事を済まされるよう

ご協力ください。

出生届、死亡届は年末年始でも

受付いたします。

年末年始業務日程

一
r 　

税金、手数料等の収納事務

12月28日（土）午前中

12月29日（日）～1月3日（釦は休み

ます。

市内の金融機関をご利用のとき

は、28日（土〉、30日（月）、31日（火）の

午前中にお願いします。

1月4日（土）午前中

；〕市黛蓑宅詠匙者ξ可　戚1

◇白石市城南市営住宅

》所在地　自石市大平森合字城南

　61　白石駅より西へ徒歩約25分、

　国道4号線バイパス沿い。

＞募集戸数　12戸〔6，6，7（洋）、台食、

　浴、便〕3DK中層耐火3階建

＞家賃　月額23，000円

〉受付期間　12月5日～12月14日

》申し込み　市役所建設課住宅係

※現在、工事中ですが、12月12日

完成予定、12月24日入居可能見込

みです。

12月28日1土｝～1月4日仕〉まで休館。

年末年始の「ごみ、し尿収集」

は12月29日（日）から翌年1月3日

（金）まで休業します。1月4日吐）

から平常どおり、ごみ、し尿収

集を行いますのでご協力をお願

いいたします。

〈ごみの取り扱いについて＞

（1）12月28日（土）は土曜日コースの

　収集を行います。

（2）休業期間中はごみを収積所へ

　出さないでください。

（3）ごみを出す場合は、よく水切

　りをし、指定された容器（ポリ

　容器、ごみ袋）で出してください。

（4）焼却場へのごみの持ち込みは

　12目28日〔土）正午まで受付。

〈し尿の汲取りについて〉

　　　　　　　｝ 庁1 i　 h曇

　働く婦人の家では、お正月講座

の受講生を次により募集します。

伝統的なお正月のしきたりを大切

にしながら、家庭的な昧わいを出

してみませんか。

〉場所働く婦人の家

〉受講料　無料

〉材料費　実費個人負担

（1）年内汲取り業務は12月28日（土）

　まで行いますが、年内汲取り

　希望の家庭は12月21日〔土）まで

　申し3ムんで’ください。

（2｝汲取り申し込みの方は汲取り

　券を用意してから申し込みを
　ぞテ「・斗、来回耳又にならなし、よう

　にご協力願います。

〈年末年始の診療日＞

12月28日（土）午前のみ診療

　　29日（日）　休　 診

　　30日（月）午前のみ診療

　　31日（火〉　休　　診

1月1日（水）　休　 診

　　2日（木）休診（外科当番医）

　　3日（金）　休　　診

　　4日（土1午前のみ診療

　　5日（印　　休　　診

　　6日（月）平常診療

」，」い弓1」7一！ ノ〆！

〉日時　毎週月曜日午後7時～9時

〉場所　中央公民館・第2講座室

レ内容　冠合わせ、絵合わせ、お

　ちらし、源平合戦、個人競技。

〉講師　利仁流百人一首指導協会

　　　会長　高橋輝生氏

弩臼

1蝟上7日

19日

23目

器日

曜

1

木

目

尋

講座蔵

正月料理教室

アーキ作り教塞

正月科理教室

正月花教室

驚
30名

3略

3略

20名

実購跨

醜6：13D

難守認。

前
1

箆

申込縛

1明14日

12月20日

〕ドニ「『一、　膣　　ヨ1

◇白石寿山住宅

レ所在地　臼石市緑ガ丘2番

1〉募集戸数　10戸

　3DK中層耐火5階建
〉家賃　月額13，600円～15，800円

〉受付日時と場所　12月9日午前

　10時～11時　市役所建設課

成人式に
　ご参加ください！
　中央公民館では、昭和40年4月

2日から昭和41年4月1日までの

間に生まれた方を対象に、第二の

入生の出発を祝し、1月15日に成

八、式を行いますのでご参加くださ

い。なお、該当者には追って案内

状を差し上げます。

　成人式には簡素な服装で参加し

ましょう。

油翰・ξ痢r詮　　、、罫な1、・，

　　　　協ギ’ 亘・㌧

　去る8月27日、自石市各種婦人

団体連絡協議会の設立総会が、市

役所大会議室で行われました。

　現在、活動に参加している団体

は次のとおりです。

o臼石市地域婦人団体連絡協議会

○自石商工会議所婦人部会

Q白石市消費者の会
o自石市婦人防火クラブ連合会

○臼石刈田地区更生保護婦人協議会

○白石市農協婦人部

○白石市食生活改善推進委員会

○白石市農村生活改善クラブ連絡

　協議会

※加入ご希望の団体は、教育委員

会社会教育課豊5－2111（内線411）

まで。

薄
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自
石
市
図
書
館
は
、
大
正
三
年
に

開
館
し
、
以
来
、
現
在
ま
で
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
図
書
館

は
昭
和
四
十
九
年
に
市
内
亘
理
町
、

白
石
第
一
小
学
校
近
く
に
建
て
直
さ

れ
ま
し
た
。
い
ま
図
書
館
の
蔵
書
数

は
七
万
冊
を
超
え
資
料
も
豊
富
に
な

り
ま
し
た
。

　
図
書
館
と
い
え
ば
、
勉
強
の
た
め

参
考
図
書
を
利
用
す
る
、
専
門
図
書

や
難
し
い
学
術
図
書
の
利
用
な
ど
堅

い
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
た
れ
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

ま
図
書
館
は
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
便
利
な
図
書
館
に
変
っ
て
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
日
常
生
活
の
中
で
こ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ω
結
婚
式
で
ス
ピ
ー
チ
を
頼
ま
れ
た

　
が
ど
ん
な
風
に
話
し
た
ら
い
い
の

　
か
な
？

図
子
ど
も
が
川
で
メ
ダ
カ
を
す
く
っ

　
て
き
た
が
飼
い
方
が
わ
か
ら
な
い
。

個
最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
多
く
使

　
わ
れ
る
ロ
ー
マ
字
や
カ
タ
カ
ナ
の

　
言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

㈲
今
夜
の
食
事
は
何
に
し
よ
う
か
？

樹
旅
行
に
行
き
た
い
が
手
元
に
資
料

　
が
な
い
。

㈲
襖
の
張
り
か
え
は
自
分
で
で
き
な

　
い
か
な
？

　
こ
の
よ
う
な
身
近
な
坐
活
の
問
題

や
疑
問
に
十
分
答
え
ら
れ
る
資
料
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
自
分
で

調
べ
ら
れ
な
い
よ
う
で
し
た
ら
図
書

館
の
係
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
図
書
館
利
用
法
の
一

部
の
紹
介
で
す
が
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
図
書
館
は
も

っ
と
身
近
で
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

　
い
よ
い
よ
師
走
、
忙
し
い
年
末
か

ら
お
正
月
に
向
け
て
役
立
つ
本
を
揃

え
て
み
ま
し
た
。

　
寒
い
季
節
を
暖
か
く
元
気
に
過
ご

す
暮
ら
し
の
工
夫
、
大
掃
除
か
ら
お

せ
ち
料
理
の
準
備
あ
れ
こ
れ
、
年
賀

で
き
な
い
場
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
状
の
つ
く
り
方
、
年
末
年
始
の
お
つ

　
気
楽
に
図
書
館
の
ド
ア
を
開
け
て
　
き
あ
い
、
楽
し
い
あ
そ
び
の
本
な
ど

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
揃
え
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ま
の
成
長
記
録
を
絵
本
に
、

白
石
地
方
の
民
話
や
昔
話
な
ど
も
絵

本
に
、
親
と
子
で
仲
良
く
、
合
作
な

ど
楽
し
い
作
品
の
数
々
で
す
。
ア
イ

デ
ア
と
優
し
さ
溢
れ
る
作
品
か
ら
イ

キ
イ
キ
会
話
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
1
2
月
1
2
日
㈱
～
1
4
日
田

▼
場
所
　
図
書
館
中
央
ホ
ー
ル

ノ4

旨
＾
。
『
吋

d
麟℃

『
諭
、

移動図書館（こまくさ号）巡回日程表（毎月定期巡回

　駐　車　場　裏
傑山寺門前
城南団地
斎川／』、学季交

深谷三本木
深谷小学校
八宮分校
長　袋
福岡小学校
長峰分校
鎌　先
小原中学校
南中学校
三住分校
観音崎住宅
臼川小学校
白川中学校
緑が丘市営アパート
緑が丘住宅
緑が丘県営アパート
不忘学園
杉浦製作所前
蔵王分校
不忘分校
越河小学校
アツギナイロン住宅
斎藤建設
大鷹沢小学校
大鷹沢中学校
鷹巣蛭賀屋敷
大平小学校
田　町
国鉄アパート
越河郵便局前
越河駅前
寿山教員住宅

1寿山南公園前

地区名

白石
白石
斎川
福岡
福岡
福岡
福岡
福岡
福岡
福岡
小原
越河
福岡
白石
白川
自川
白石
白石
白石
大鷹沢

白石
福岡
福岡
越河
白石
自石
大鷹沢
大鷹沢

白石
大平
白石
臼石
越河
越河
白石
白石

　時　　　　　間
午前　10：00～10＝40
午前　11＝00～11：40
午f麦　 2：00～3：10
午後　1：20～2＝00
午争麦　 2：10～3：30
午前　10＝00～11：00
午前　11：10～11：30
午後　2：10～4：00
午前　10：00～10：40
午前　11：00～11：40
午後　3：00～4：00
午後　3：30～4＝30
午前　10＝00～11：00
午後　1：20～1：50
午後　2：00～3：00
午後　3；20～4：00
午前　10：00～10：30
午前　10：40～11：00
午前　11：10～11：40
午後　2：40～3：20
午後　3：30～4：30
午前　10：00～10：40
午前　11：00～11＝30
午後　2：00～3：30
午前　　 9　：50～10　：30

午前　10：40～11：00
午後　2：00～3：30
午後　3：40～4＝10
午後　1：30～2：10
午『妾　2：30～3：30
午後　2：20～3：20
午後　3：30～4：30
午前　10：10～10：40
午前　10：50～11＝30
午後　2：00～2：50
午後　3：00～4：00

曜日週

月

水

金

第
　
1
　
週

月

オく

木

第
　
2

週

月

水

金

第

3

週

月

水

金

第
　
4
　
週

イ
ド
ル

アめ家がわ

、
・
　
盈 ・

佐藤祐貴ちゃん（大平森合）

克也さん、美智子さんの長男

ママからひとこと

”何事にも屈せず

　　勇気ある子に育ってネ”

猫

「
お
ひ
さ
ま
の
た
ん
じ
ょ
う
び
」

お
お
つ
と
も
く
に
（
越
河
小
1
年
）

も　プ‘岨艸輔、

、

磯
鱗

　
　
　
　
　
へ
＼
　
隻

縛
響
携

秘　　　　 、L姦、二＿　．　　　． 　戸．

　　「つぼカ、らけむりが」

　　高橋　由美（小原小4年）

市
民
文
芸

歌

壇
一

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
広
報
係
（
自
石
市
桜
小
路
三
五
）

へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

古
き
ノ
ー
ト
整
理
し
な
が
ら
開
き
読
む
亡
き
息
子
の

こ
と
が
蘇
り
来
し
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

肉
親
に
逢
わ
ず
に
逝
き
し
妹
の
童
女
の
如
き
唇
か
な

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

稲
刈
り
の
済
み
し
今
宵
は
降
り
来
た
る
し
げ
き
雨
音

聞
き
つ
つ
い
寝
む
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

秋
の
陽
に
蟹
さ
ぼ
て
ん
を
移
動
す
れ
ば
赤
き
花
芽
は

葉
先
に
垂
れ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

菊
薫
る
よ
き
日
に
子
等
の
集
い
来
て
亡
き
夫
し
の
び

七
回
忌
終
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

露
地
の
草
色
づ
き
初
め
て
木
犀
の
匂
い
は
朝
の
風
に

す
が
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

新
ら
し
き
姓
に
変
り
し
娘
の
便
り
何
故
か
う
れ
し
く

ま
た
淋
し
く
も
　
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

十
五
夜
に
離
れ
住
む
孫
を
案
じ
つ
つ
月
出
ぬ
窓
辺
に

夫
と
酒
汲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

夫
逝
き
て
四
十
年
の
時
は
流
れ
想
い
は
は
る
か
な
る

南
の
島
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
津
多
喜
代

炎
暑
に
て
す
べ
て
落
ち
し
と
思
い
し
に
柿
は
色
づ
き

秋
の
深
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

「
評
」
一
首
目
、
思
い
出
を
辿
る
こ
と
は
た
の
し
く

　
も
ま
た
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
息
子
を
亡
く
し
て

　
悲
し
み
の
う
ち
に
書
き
続
け
た
ノ
ー
ト
を
開
き
な

　
が
ら
傷
心
の
頃
と
共
に
い
と
し
い
子
が
蘇
っ
て
く

　
る
。
二
首
目
、
肉
親
と
の
別
れ
は
辛
い
、
妹
の
童

　
の
よ
う
な
唇
は
作
者
を
一
層
悲
し
く
さ
せ
る
。
「
妹

　
の
永
遠
の
別
れ
の
唇
に
紅
差
す
わ
れ
の
指
は
ふ
る

　
え
ぬ
」
一
緒
に
投
稿
の
歌
共
に
佳
作
で
あ
る
。
三

　
首
目
労
働
の
あ
と
の
安
ら
ぎ
が
読
む
も
の
に
心
よ

　
い
、
四
首
目
、
花
芽
を
付
け
た
蟹
さ
ぼ
て
ん
が
秋

　
の
陽
射
し
の
な
か
に
美
し
い
。川

股
　
兵
三
選

俳
　
壇

行
き
ず
り
に
立
ち
寄
る
画
廊
秋
日
和
　
鈴
木
鉄
二
郎

（
評
）
散
策
の
通
り
が
か
り
で
あ
ろ
う
か
、
ふ
ら
っ
と
画
廊
に

　
寄
っ
て
絵
を
鑑
賞
し
て
み
た
。
秋
日
和
の
目
で
あ
る
が
、
画

　
廊
の
中
は
や
や
暗
さ
も
感
じ
る
。

歩
み
ゆ
く
い
つ
も
の
町
や
秋
の
風
　
　
　
鈴
木
民
子

（
評
）
住
み
馴
れ
た
自
分
の
町
で
あ
る
が
、
ふ
と
秋
風
の
吹
く

　
を
感
じ
た
作
者
の
感
覚
が
あ
る
。

老
醜
を
友
と
な
げ
き
ぬ
秋
の
風
　
　
　
青
木
良
子

（
評
）
秋
風
の
吹
く
頃
と
も
な
れ
ば
人
の
世
の
淋
し
さ
を
感
じ

　
る
。
友
と
ふ
と
老
い
ゆ
く
醜
く
さ
も
な
げ
き
合
っ
て
い
る
さ

　
び
し
さ
が
あ
る
。

手
を
か
ざ
し
つ
つ
秋
晴
れ
に
野
辺
ゆ
け
り
　
佐
藤
周
子

雲
去
れ
ば
月
は
歩
み
を
ゆ
る
め
つ
つ
　
　
佐
藤
善
夫

秋
晴
れ
や
園
児
城
山
遠
足
に
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

た
お
れ
た
る
コ
ス
モ
ス
に
蝶
低
く
と
ぶ
　
日
下
　
文

仕
舞
湯
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
ち
ち
ろ
聞
く
　
岡
崎
澄
子

白
き
雲
嶺
に
蔵
王
の
初
紅
葉
　
　
　
　
　
高
子
右
近

風
の
ま
ま
な
び
く
芒
や
夕
淋
し
　
　
　
　
鈴
木
い
く

◎
次
回
は
、
短
日
、
時
雨
、
歳
末
で
作
旬
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
十
二
月
の
例
会
は
、
十
二
月
二
十
二
日
十
二
時
三
〇
分
よ
り

　
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

鈴
木
貞
二
選

　　　　　　　“　　　　　　r　　　　　，　　　　『　　　　
甲

　　’　　㍗　，3
　　7　」ご

ノ3



圃

厨

駐

賜

　
　
一

「
」

㎝
県
中
学
校
駅
伝
大
会
で
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
中
学
校
駅
伝
部

　
　
夏
の
き
び
し
0
練
習
、
冬
の
走
り
込
み
な
ど
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ
が

　
自
己
の
目
標
を
置
き
、
そ
の
結
集
さ
れ
た
力
て
、
県
中
学
校
駅
伝
競

皿
走
大
会
て
念
願
の
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
、
東
北
中
学
校
駅
伝
大
会
で

」
も
、
見
事
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
た
福
岡
中
学
校
駅
伝
部
（
八
巻
隆

　
俊
監
督
・
部
員
二
十
四
名
）
”
。

一
　
県
大
会
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
メ
ン
バ
’
は
、
保
科
要
（
主
将
）
、
樋

『　
渡
正
初
、
高
橋
一
秋
、
我
妻
直
道
、
高
橋
祐
生
、
矢
久
保
匡
、
鈴
木

皿
良
、
日
下
博
、
日
下
健
く
ん
の
九
名
て
す
．

皿
十
月
中
旬
、
県
中
学
校
駅
伝
大
　
わ
れ
、
九
区
間
、
二
十
九
二
ニ
キ
ロ

｝
会
は
、
一
迫
町
を
会
場
に
県
内
か
　
の
コ
ー
ス
に
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
同
士

㎝
ら
二
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
　
が
ぷ
つ
か
り
合
い
ま
し
た
。
福
岡
中

㎝

㎜
　
夢
　
観
　
垂
甦
　
駅
伝
部
は
、
一

（
幽

φ
や
．

亭
垂
騒

蟄号撃
‘
略

’
彰
驚

F情

時
間
三
十
八
分

四
十
五
秒
の
大

会
新
記
録
で
走

り
抜
き
、
念
願

の
初
優
勝
を
成

｝
∵

（
毒錦

織　
嬉
サ

　
　
，
　
一

　
　
己

串
・

豆
謬

　
　
も
（
轟

ら
い
の
練
習
量
を
こ
な
す
そ
う
で
す
。

「
み
ん
な
精
神
力
、
持
久
力
の
面
で
優

れ
て
い
ま
す
。
負
け
ず
嫌
い
で
、
個
性

豊
か
な
子
ど
も
達
が
多
い
で
す
ね
」

と
、
部
員
達
に
つ
い
て
八
巻
監
督
。

　
陸
上
競
技
は
一
般
的
に
個
人
競
技

で
す
が
、

た
の
で
し
ょ
う
」
と
、
指
導
に
当
っ
た
3
ー
ー
ー
ー
，
ー
、
～
ー
、
ー
ー
、
，
～
，
ー

八
巻
監
督
。
ふ
だ
ん
の
練
習
方
法
は
、
、
．
　
自
石
城
が
、
い
つ
造
ら
れ
た
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

軽
い
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始
’
わ
か
ら
な
い
。
寛
治
年
間
（
十
一
世

ま
り
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
主
運
動
と
皿
紀
末
）
刈
田
経
元
が
白
石
城
を
源
義

い
う
程
度
で
す
が
・
大
会
へ
向
け
て
｛
家
か
ら
賜
っ
た
と
か
、
最
初
の
白
石

の
夏
休
み
の
練
習
は
・
暑
さ
の
き
び
皿
城
は
A
．
の
城
跡
の
南
に
あ
っ
た
と
か

し
い
時
間
帯
を
選
び
他
校
の
三
倍
く
を
い
う
説
は
、
い
ず
れ
も
証
拠
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
い
限
り
伝
承
に
す
ぎ
な
い
。
確
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
ね

一
こ
と
は
戦
国
時
代
の
末
こ
ろ
白
石
実

つ
な綱

と
い
う
武
将
が
、
伊
達
十
五
代
晴

一
宗
の
重
臣
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が

．
伊
達
家
の
記
録
に

．
あ
る
。
一
五
四
〇

｝
年
代
だ
か
ら
約
四

　
　
　
　
駅
伝
は
長
距
離
の
リ
レ
ー
一
，
五
〇
年
前
の
話
で

で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
競
技
で
す
。
選
い
あ
る
。
白
石
実
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

手
達
そ
れ
ぞ
れ
が
チ
ー
ム
に
対
す
る
卍
は
天
文
の
乱
（
植

強
い
責
任
感
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
｝
宗
・
晴
宗
父
子
の

す
。
駅
伝
で
区
間
を
走
っ
て
い
る
時
一
争
い
）
の
と
き
伊

に
思
う
こ
と
は
？
と
の
質
問
に
「
自
｝
達
晴
宗
に
従
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

分
の
ベ
ス
ト
で
走
る
こ
と
を
心
懸
け
｛
自
石
城
は
晴
宗
党

て
い
ま
す
。
前
走
者
が
い
れ
ば
追
い
，
の
重
要
な
軍
事
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

抜
く
努
力
を
し
、
自
分
の
区
間
の
責
｛
地
に
な
り
、
晴
宗

任
を
果
た
し
、
次
の
走
者
に
タ
ス
キ

し
遂
げ
ま
し
た
。
を
渡
す
こ
と
だ
け
考
え
て
走
り
ま
す
」

　
「
三
年
連
続

の
県
大
会
挑
戦

で
す
。
過
去
二

年
間
の
経
験
を

生
か
し
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
づ

く
り
に
注
意
し

て
大
会
に
臨
ん

だ
の
が
良
か
っ

あも
つ一
て時
’期

全こ
般こ
のに

と
、
保
科
主
将
。
　
　
　
　
　
　
　
’

　
「
陸
上
選
手
は
、
自
分
の
ベ
ス
ト
一

に
対
す
る
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
必
要
｝

だ
」
と
選
手
達
に
教
え
る
八
巻
監
督
。
一

　
ま
だ
若
い
、
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
た
彼
ら
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
達
の
謝

未
来
に
向
け
て
も
“
自
分
の
限
界
へ
．

の
限
り
な
い
挑
戦
”
を
い
つ
ま
で
も
・

続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

郷士、艶アし’コレ

期
に
は
築
城
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
．

い
と
思
う
。
こ
の
白
石
氏
の
系
図
（
江

戸
時
代
の
作
か
）
を
調
ぺ
る
と
最
初
、

の
部
分
は
信
用
で
き
な
い
が
、
六
代

　
　
む
ね
よ
し

目
の
宗
慶
と
い
う
人
の
こ
ろ
、
伊
達
・

氏
に
服
属
し
た
ら
し
い
。
伊
達
氏
は

伊
達
郡
を
本
拠
地
に
、
し
だ
い
に
勢
．

力
を
伸
ば
し
、
八
代
宗
遠
、
九
代
政

宗
の
代
ま
で
に
刈
田
郡
に
攻
め
込
み
、

郡
内
の
小
領
主
ら
を
制
圧
し
た
。
白

　
　
　
　
　
　
　
石
氏
は
大
町
氏
・

　
　
　
　
儲

⑧
膿

　
　
　
師

　
　
　
　
全
般
の
作
戦
を
指
揮
し
た

’
り
し
た
。
当
時
の
白
石
城
は
、
ど
の

程
度
の
城
構
え
で
あ
っ
た
か
は
不
明

だ
が
、
伊
達
氏
の
一
方
の
主
城
で
あ

っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
白
石

城
の
最
古
の
絵
図
（
一
六
五
〇
年
こ

ろ
）
に
よ
る
と
城
郭
、
町
場
、
堀
割

り
な
ど
、
今
と
あ
ま
り
変
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
白
石
城
の
基

本
型
は
、
自
石
氏
に
よ
っ
て
戦
国
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

須
賀
川
の
長
禄
寺
の
三
世
の
一
麟
慶
『

純
が
開
山
和
尚
で
あ
っ
た
。
寺
は
現
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

在
、
仙
北
の
登
米
町
に
あ
る
。
登
米
｝

は
臼
石
氏
最
後
の
落
ち
つ
き
場
所
だ
、

っ
た
。
臼
石
氏
は
江
戸
時
代
血
筋
が
r

絶
え
、
伊
達
家
か
ら
養
子
を
迎
え
た
。
．

登
米
伊
達
氏
が
い
わ
ば
子
孫
で
あ
る
。
．

臼
石
の
養
雲
寺
跡
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
今
の
常
林
寺
か
清
林
寺
の
あ
た
［

り
だ
っ
た
と
思
う
。
（
市
史
編
さ
ん
室
）
．

小
原
氏
な
ど
と
、

こ
の
時
伊
達
の
勢

力
下
に
入
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
宗
慶

か
ら
四
代
お
い
て

宗
長
が
出
た
。
十
一

五
世
紀
後
半
の
人
一

で
、
こ
の
人
は
白

石
氏
の
菩
提
寺
養
一

う
ん
　
じ

雲
寺
を
城
の
南
の
．

土
地
に
建
て
た
と
』

い
う
。
苗
日
洞
宗
で

　
　
　
　
い
ち
り
ん
け
い

12

⑳
が
曝
⑳
鴫

l
　　　　ll

匪
β

　　　　　

　　　　lI

　　　　lI

半沢マサ子さん（白石〕

【
材
料
】
　
（
5
人
分
）

　
豚
牛
合
挽
肉
蜀
9
、
塩
小
さ
じ
ー
、

パ
・
、
・
粉
％
カ
ッ
プ
、
塩
こ
し
ょ
う
少

々
、
玉
ね
ぎ
1
個
、
バ
タ
ー
大
さ
じ
ー
、

卵
1
個
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
5
0
9
、

冷
凍
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
5
0
9
、

サ
ラ
ダ
油
少
々
、
か
つ
お
だ
し
汁
小

さ
じ
2
、
こ
ん
ぶ
だ
し
汁
、
し
ょ
う

ゆ
大
さ
じ
4
、
み
り
ん
大
さ
じ
4
、

砂
糖
大
さ
じ
2
、
水
％
カ
ッ
プ
、
レ

タ
ス
％
個
、
レ
モ
ン
ー
個
、
パ
セ
リ

3
～
4
本
。

【
作
り
方
】

①
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
バ

　
タ
」

で
妙
め
、
塩
こ
し
ょ
う
で
調

　
昧
し
、
冷
ま
し
て
お
く
。

②
ボ
ー
ル
に
挽
肉
、
塩
、
こ
し
ょ
う
、

　
溶
き
卵
、
パ
ン
粉
を
入
れ
て
よ
く

　
こ
ね
る
。
さ
ら
に
①
の
玉
ね
ぎ
と

　
5
㎜
角
に
切
っ
た
チ
ー
ズ
と
ミ
ッ

　
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
手
に
サ
ラ
ダ
油
を
つ
け
、
②
の
肉

　
を
形
作
り
、
サ
ラ
ダ
油
を
塗
っ
た

　
ア
ル
ミ
箔
で
し
っ
か
り
包
み
、
揚

　
子
で
小
き
い
空
気
穴
を
つ
け
、
2
0

　
分
間
蒸
し
あ
げ
る
（
オ
ー
ブ
ン
で

　
焼
い
て
も
よ
い
）
。

④
冷
め
て
か
ら
、
ア
ル
ミ
箔
を
取
り

　
軽
く
焼
き
色
を
つ
け
、
た
れ
を
か

　
ら
め
て
ー
㎝
厚
さ
の
輪
切
り
に
す

　
る
o

⑤
レ
タ
ス
、
レ
モ
ン
、
パ
セ
リ
を
つ

　
け
合
わ
せ
ま
す
。

叶
ス
パ
イ
ス
（
香
辛
料
）
”

　
強
い
香
り
や
刺
激
性
の
辛
み
を
も

ち
、
料
理
の
味
を
ひ
き
た
て
て
、
食

欲
を
す
す
め
る
た
め
に
使
わ
れ
る
材

料
を
総
称
し
て
ス
パ
イ
ス
ヘ
香
辛
料
）

と
呼
び
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
植
物
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
乾
燥
し
た
り
、

粉
末
に
し
た
も
の
で
百
種
類
以
上
も

あ
り
ま
す
。

　
ス
パ
イ
ス
の
薬
効
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
こ
し
ょ
う
、
特
に
ブ
ラ
ッ

ク
ペ
ッ
パ
ー
は
整
腸
作
用
や
下
痢
止

め
、
し
ょ
う
が
（
ジ
ン
ジ
ャ
ー
）
は

胃
腸
を
整
え
る
の
に
効
果
が
あ
り
、

漢
方
薬
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。
肉

桂
（
シ
ナ
モ
ン
）
は
解
熱
、
鎮
痛
、

炎
症
の
抑
え
な
ど
、
さ
ら
に
、
に
ん

に
く
（
ガ
ー
リ
ッ
ク
）
は
ビ
タ
ミ
ン
翫

と
結
合
し
て
吸
収
を
よ
く
す
る
こ
と

か
ら
疲
労
回
復
に
役
立
ち
ま
す
。

　
ス
パ
イ
ス
の
上
手
な
使
い
方
は
、

西
洋
料
理
な
ら
何
ん
で
も
こ
し
ょ
う

さ
え
入
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
パ
イ
ス
が
m
％

性
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
な
る

べ
く
組
み
合
わ
せ
て
使
う
の
が
原
則

で
す
。
主
材
料
の
種
類
が
牛
、
豚
、

鶏
な
ど
比
較
的
限
ら
れ
て
い
る
西
洋

料
理
で
は
味
に
変
化
を
つ
け
る
た
め

に
も
香
辛
料
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
家
庭
で
つ
く
る
ス
ー

プ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
に
も
な
る
べ

く
多
種
類
の
ハ
ー
ブ
野
菜
や
ス
パ
イ

ス
類
を
組
み
合
わ
せ
て
使
っ
て
み
る

と
、
意
外
に
本
格
的
な
感
じ
に
な
る

も
の
で
す
。
た
だ
使
う
量
が
多
す
ぎ

る
と
料
理
の
脇
役
で
は
な
く
、
主
役

に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
料
理
の
本

来
の
味
は
生
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
辛

昧
に
舌
が
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
よ
り

強
い
辛
昧
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
組
み
合
わ
せ
を
い
ろ
い
ろ
工
夫

す
る
と
き
に
は
、
な
る
べ
く
使
う
量

を
控
え
目
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
1
栄
養
と
食
べ
物
事
典
よ
り
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

昭和60年11月1日0年且月1日　日石市

　　備　　　考
上昇品目：砂糖、しょ

う油、サラダ油、小麦

粉、牛乳、バター、ラ

ップ、軽油、重油

下降品目：マーガリン

ティッシュペーパー、

プロパンガス、灯油

横ばい品目：食パン、

カレーライス、理髪料

パーマネント料、レギ

ュラーガソリン

調査日消費生活モニター調査結果
対前月購比

　1，1％

　0，2

　2．3

　0．5

△2．9

　0．4

　1．0

△0．6

　2．0

△0．5

前月鞠鷹
　　　272円

　　　459

　　　396

　　　219

　　　155

　　　206

　　　239

29∩
・
」

△2．6

△2．3

7．3

6．6

　　157

　　196

5，087

　　450

1，600

5，225

1，345

1，376

　　143

　　　96

　　　76

平均値
　　275円

　　460

　　405

　　零20

　　155

　　200

　　238

　　396

　　156

　　200

5，064

　　450

1，600

5，225

1，310

1，345

　　143

　　103

　　　81

最抵値
　　258円

　　418

　　358

　　198

　　150

　　185

　　198

　　378

　　130

　　160

5，000

　　450

1，400

4，500

1，250

1，300

　　138

　　　92

　　　74

最高徳
　　298円

　　500

　　445

　　240

　　170

　　215

　　280

　　430

　　180

　　240

5，140

　　450

1，800

6，000

1，450

1，450

　　145

　　145

　　　97

　銘柄・規格　
上　白　糖　　　1k9

本醸造上級濃口　1．84
（びん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　1kg

並　　　食　　　1袋

ソフトカルトン入り　　225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　（気体）

並　　　食　　（一皿）

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカ・ノト及
びセット含む，

店頭価格　　1艇
配達料込み　　　18召

1　　2　　現　　金

1　　4　　現　　金

1　　2　　現　　金

晶　　名
1．砂　　糖
2．しょう油
3．サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ　ン

6．マーガリン
7．牛　　乳
8．バ　タ　ー
9．　ティッシュペーパー

10．　ラ　　　ッ　　プ

11．プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪　料
14．パーマネント料

15．灯　　 油

16．　レギュラーガソリン

17．軽　　油
18．A　重　油

ノ1



第8回白石市交通安全市民大会

交通安全は茶の間から

交通事故のない明るく

住みよいふるさとつくり

　
自
石
市
で
は
、
　
「
交
通
事
故
の
な

い
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
を
願
い
、
十
一
月
十
九
日
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
〃
第
八
回
交

通
安
全
市
民
大
会
〃
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
や

交
通
安
全
母
の
会
、
指
導
隊
員
な
ど
約

三
百
入
近
く
の
市
民
が
参
加
し
、
は

じ
め
に
交
通
事
故
犠
牲
者
に
黙
と
う

を
さ
さ
げ
、
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し

た
。　

交
通
安
金
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々

の
　
　
の
あ
と
ぺ
　
　
　
マ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
欄
．
』

　
　
　
　
　
　
　
轍
，

　
　
　
　
　
　
　
　
趣
、

唾

囲
葉夢

婁皇

署
長
の
「
市
内
の
交
通
情
勢
」
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
代
表
者

三
人
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
・
体
験
の
発
表
や
「
交
通
安
全

に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
大

き
な
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
、
　
「
第
八
回
白
石
市
交
通
安
全
市

民
大
会
の
開
催
を
契
機
に
、
さ
ら
に

一
層
の
交
通
事
故
防
止
に
全
力
を
尽

く
す
こ
と
を
決
意
し
ま
す
」
と
い
う

大
会
宣
言
を
鈴
木
恒
秋
白
石
地
区
交

通
安
全
協
会
長
が
読
み
あ
げ
閉
会
し

ま
し
た
。

谷八佐木
津島藤村

㌧
F
一
二
・
・
マゼ

r
「

　
茂
（
自
石
支
部
）

広
治
（
白
石
支
部
）

年
夫
（
越
河
支
部
）

義
雄
（
斎
川
支
部
）

　
　
　
　
　
　
鼻

　
　
　
　
　
　
眞

　
　
　
　
　
　

』
『

　
　
　
　
　
　
「

村
上
長
左
衛
門
（
大
平
支
部
）

八
島
　
幸
夫
（
大
鷹
沢
支
部
）

黒
田
　
　
剛
（
白
川
支
部
）

佐
藤
平
一
郎
（
福
岡
支
部
）

新
山
　
左
京
（
鎌
先
支
部
）

佐
々
木
正
コ
小
原
支
部
）

鈴
木
　
久
江
〔
交
通
安
全
母
の
会
）

斎
藤
　
安
男
（
交
通
指
導
隊
）

燕
飲
酒
運
鱈
㊨
肪
止
・

酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
も

　
　
　
　
体
は
十
分
酔
っ
て
い
ま
す

十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
、

　
何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま

　
す
。
　
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

　
ら
飲
む
な
」
を
地
域
や
職
場
、
家
族

　
ぐ
る
み
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店

　
経
営
者
の
方
は
、
車
を
運
転
す
る
お

　
客
さ
ん
に
は
お
酒
を
出
さ
な
い
と
か
、

：
万
一
飲
ん
だ
と
き
は
車
の
エ
ン
ジ
ン

“

キ
ー
を
預
か
る
な
ど
、
真
に
思
い
や
り

、
の
あ
る
配
慮
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
上
手
に
運
転
し
て
い
る

　
　
と
錯
覚
す
る

　
気
持
ち
が
大
き
，
・
・
な
り
、
無
理
な

．
追
い
越
し
や
割
り
込
み
な
ど
を
平
気

　
で
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
居
眠
り
運
転
を

　
　
　
　
　
し
や
す
く
な
る

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用
が
あ

　
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
人
間
の

　
神
経
な
ど
に
麻
酔
薬
と
同
じ
働
き
を

　
し
ま
す
。
体
が
疲
れ
て
い
る
と
き
な

　
ど
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
居

　
眠
り
を
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

注
意
力
が
散
漫
に
な
る

　
周
囲
に
対
す
る
気
く
ば
り
、
注
意

力
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
前
の

車
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
、
横
か
ら

出
て
く
る
自
動
車
や
歩
行
者
を
見
落

と
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
反
応
が
鈍
く
な
る

　
と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
く
な
り
、
動

作
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
前
方
の
車
が
急
ブ
し
ー
キ
を
か
．

け
て
も
そ
れ
に
反
応
し
き
れ
ず
、
追

突
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
運
転
動
作
が

　
　
　
ぎ
こ
ち
な
く
な
る

　
ア
ル
コ
ー
ル
で
マ
ヒ
し
た
大
脳
は

運
動
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
の

た
め
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
ギ
ヤ
・
チ
ェ

ン
ジ
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く

な
り
、
蛇
行
運
転
を
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。

紹


